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1. はじめに

　近年、教育心理学では「自己調整学習」に
関して研究が積み重ねられている。その研究
の進展は著しく、多様な理論が提出されている
現状がある（伊藤，2009）が、Zimmerman 

（1989）は、「自己調整」を「学習者が、メ
タ認知、動機づけ、行動において、自分自身
の学習過程に能動的に関与していること」と
定義しており、そのようにして進められる学
習が自己調整学習であるとされている。また
Zimmerman（1989）は、自己調整学習の
重要な３要素として「自己調整学習方略」「目
標への関与」、そして「自己効力感」を挙げ
ている。「自己効力感」とは Bandura（1977）
が唱えた概念で、人が何かの課題に対処する
ときに、それをどのくらい効果的に処理でき
ると考えているか、という認知のことである。
簡単に言えば、何かの行為に対して「自分は
うまくできる」という、自分の能力について
の期待や自信・確信のような感覚のことを指
す。伊藤（1996）、伊藤・神藤（2003）は、

「自己効力感」が高い者ほど自己調整学習方
略をよく用いており、「自己効力感」の高さ
と自分に効果的な学習方法の選択（認知的側

面の学習方略）や、自己を動機づける方法の
選択（動機づけ的側面の学習方略）との関連
を示している。
　その一方で、日本青少年研究所が 2008 年
に実施した国際調査によれば、「私は人並み
の能力がある」「自分はダメな人間だと思う」

「自分の意思をもって行動できるほうだ」の
項目で、日本の中・高校生は、他の国と比較
して、自分の能力に対する信頼や自信に欠け
ている、という結果が示されている。日本の
子どもたちの自己効力感は相対的にみて低
い。現在の日本の教育において、子どもの自
己効力感を上手に育てているとは言えないよ
うだ。
　とはいえ、日本にも自己効力感が高い子ど
もは存在する。では、自己効力感が高い子ど
もとはどのような子どもなのだろうか。また、
子どもと周囲の大人との関わり方によって、
子どもの自己効力感の高さは異なるのだろう
か。
　本稿では、今回の調査における「自己効力
感」と「学力（成績）・学習力（学習時間・
学習方略）」との関係をまず確認した上で、
自己効力感が高い子どもの特徴を明らかにす
るとともに、周囲の大人（保護者）との関係
について検討していくことにする。

自己効力感が高い小・中学生は
どのような子どもか
ー子どもの特徴と保護者との関係に着目してー
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2. 自己効力感と学力・学習力との関係

　本稿では、子どもの自己効力感を示す変数
として、「やる気になれば何でもできる」と
いう質問項目に対する回答を用いることとす
る。まずは子どもの自己効力感の実態を確認
してみる。
　自己効力感を感じている子ども（とてもあ
てはあまる＋まああてはまる）は小学４～６
年生で約 8 割、中学１～２年生では 8 割弱
となっている。また、学年が上がるにつれて
その割合は下がっていることがわかる（図
１）。年齢が上がるとともに経験が増えて、
自分の苦手なことがわかってきたり、自分を
客観的に見る力がついてきたり、周囲の友だ

ちの優れている部分が見えるようになってき
たりすると、自己効力感が下がってくるのは
発達上自然なことだと思われる。
　次に性別による違いをみてみる。自己効力
感は小学生では性別による差はほとんどみら
れないが、中学生では男子より女子のほうが、
自己効力感が高い子の割合が高かった（図
２）。
　では、自己効力感と学力や学習力との関係
はどうなっているのだろうか。教育心理学の
先行研究によれば、自己効力感が高いと認知
的・メタ認知的学習方略の使用や、学習に向
かうための自己動機づけ方略の使用を促すこ
とが示されている。今回の調査においてもそ
の関係性を確認してみる。
　まず自己効力感と学力（成績）との関係を
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図１　やる気になれば何でもできる（学年別）
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図２　やる気になれば何でもできる（性別・学校段階別）
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み て み る と、 小 学 生 の 成 績 上 位 者 で は
87.0％が自己効力感を持っているのに対し
て、成績下位者で自己効力感を持っているの
は 74.2％と低いことがわかる。また中学生
でも同様に、成績上位者では 83.7％なのに
対して、成績下位者では 68.0％と低くなっ
ている（図３）。
　学力（成績）を規定する要因としてまず考
えるのは「学習時間」である。図３のように
自己効力感と学力には相関が見えるが、では
学習時間との関係はどうなっているのだろう
か。
　自己効力感と平日の学習時間との関係をみ

てみると、小学生で１時間以上学習している
割合は、自己効力感の高い子が約７割なのに
対して、自己効力感の低い子は約６割と、そ
の割合には差が見られる。また中学生におい
ても同様の傾向がみてとれる。自己効力感が
高い子どものほうが、より長い時間をかけて
学習している割合が多いことがわかる（図
４）。
　次に、学力（成績）を規定するもうひとつ
の要因として「学習の質」としての「学習力」
がある。学習の質的側面として「認知的・メ
タ認知的学習方略」「自己動機づけ方略」と
自己効力感との関係を次にみてみる。

図４　「自己効力感」と「平日の家での勉強時間」の関係（学校段階別）
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図３　やる気になれば何でもできる（成績層別・学校段階別）

注）「あてはまる」は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。「あてはまらない」は「あまりあてはまらない」＋「まったくあて
　　はまらない」の％。
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　認知的・メタ認知的学習方略のうち、「大
切だと思うことを自分でノートにまとめる

（体制化方略）」「問題を解いた後にほかの解
き方がないかを考える（意味理解方略）」「計
画を立てて勉強する（プランニング方略）」「重
要なところはどこかを考えて勉強する（モニ
タリング方略）」「何が分かっていないか確か
めながら勉強する（モニタリング方略）」の
５つの学習方略と自己効力感の関係をみてみ
る。５つの学習方略について「よくある」を

４点、「ときどきある」を３点、「あまりない」
を２点、「まったくない」を１点として、　自
己効力感が高い子と低い子の学習方略の平均
点を比較した。
　５つの認知的・メタ認知的学習方略と自己
効力感との関係は、小学生、中学生ともに、
自己効力感が高い子ほど５つの学習方略をよ
く使用していることがみてとれる（図５）。
また、ここでは割愛したが、この調査で質問
項目としたその他の認知的・メタ認知的学習
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図５　認知的・メタ認知的学習方略と自己効力感との関係

注 1）「やる気になれば何でもできる」について、「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の合計を「あてはまる」、「あまりあてはまら
ない」＋「まったくあてはまらない」の合計を「あてはまらない」とした。

注 2）*** p<.001
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方略についても、同様な傾向がみられた。
　さらに、「自己動機づけ方略」のうち、「量
や時間を決めてから勉強をはじめる（メリハ
リ方略）」「勉強する前に机の周りを整理する

（整理方略）」「覚えられるように色ペンで書
いたり線を引いたりする（整理方略）」「遊ぶ
ときには遊び、勉強するときには集中して勉
強する（メリハリ方略）」の４つの自己動機
づけ方略と自己効力感との関係についてもみ
てみる。４つの自己動機づけ方略について「よ
くある」を４点、「ときどきある」を３点、「あ

まりない」を２点、「まったくない」を１点
として、自己効力感が高い子と低い子の自己
動機づけ方略の平均点を比較した。
　４つの自己動機づけ方略と自己効力感との
関係についても、小学生、中学生ともに、自
己効力感が高い子ほど自己動機づけ方略をよ
く使用していることがみてとれる（図６）。
また、ここでは割愛したが、この調査で質問
項目としたその他の自己動機づけ方略につい
ても、同様な傾向がみられた。
　以上の結果の通り、本調査においても先行

図６　自己動機づけ方略と自己効力感との関係
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注 1）「やる気になれば何でもできる」について、「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の合計を「あてはまる」、「あまりあてはまら
ない」＋「まったくあてはまらない」の合計を「あてはまらない」とした。

注 2）*** p<.001
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図７　「難しい問題をじっくり考えることが得意か」と自己効力感との関係

研究が示したように、子どもの自己効力感の
高さと学力・学習力（学習時間・学習方略）
の高さには相関がみられた。

３．�自己効力感が高い子どもはどのよう
な経験をしているのか

　それでは、自己効力感が高い子どもはどの
ような経験や体験をしているのだろうか。鹿
毛（2013）は、Bandura の研究を引用して、
自己効力感は、①行為的情報（実際に課題を
遂行することを通して成功体験をすると自己
効力が高まる一方で、失敗体験によって自己
効力が低まる）、②代理的情報（他者による
課題の遂行を観察することによって「自分に
もできそうだ／無理だ」などと感じ、自己効
力が変化する）、③言語的説得の情報（他者
からの言葉による説得や自己暗示などが自己
効力に影響を及ぼす）、④情動的喚起の情報

（ドキドキする、不安になるといった身体的、
生理的反応の知覚が自己効力に影響を及ぼ
す）、の４つの情報源に基づいて変化すると
述べている。成功体験が強く安定した自己効
力感を生み、他者の行動や努力・成功の様子
を見ることで、自分にもできそうだという感
覚を生じさせる。また、他者から「あなたな

らできる」という助言や暗示等の言葉をかけ
られ励まされた個人には自己効力感が生ま
れ、その行動へのやる気が喚起される。そし
てストレスが少なく肯定的な気持ちになれる
場所や心身の状態に自分自身を置くことで、
自己効力感は安定的になるのである。
　また桜井（1997）は、自己効力感を高め
る方法として、「子どもの自己選択場面を多
く設ける」「子どもが成功体験を積み重ねら
れるように配慮する」「できるだけ子どもを
称賛する」「自己評価を用いる」「ピグマリオ
ン効果を利用する（子どもへの期待が他者受
容感と自己効力感を高める）」などを挙げて
いる。
　本調査では「壁を乗り越える経験（成功体
験）」「自分で決める経験」「自己肯定感（自
己への自信）」「他者受容感」に関する項目を
たずねており、それらと自己効力感との関係
性を確認してみたい。「壁を乗り越える経験

（成功体験）」を示す変数として「難しい問題
をじっくり考えることが得意か」という質問
項目、「自分で決める経験」を示す変数とし
て「親に頼らず自分で決めることが多い」と
いう質問項目、「自己肯定感（自己への自信）」
を示す変数として「人よりすぐれたところが
ある」という質問項目、「他者受容感」を示
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注）「あてはまる」は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。「あてはまらない」は「あまりあてはまらない」＋「まったくあて
　　はまらない」の％。
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図８　「親に頼らずに自分で決めることが多い」と自己効力感との関係

図９　「人よりすぐれたところがある」と自己効力感との関係
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す変数として「クラスの友だちから頼りにさ
れている」という質問項目に対する回答を用
いることとする。
　まず図７のように、自己効力感の高い子ど
ものほうが「難しい問題をじっくり考えるこ
とが得意」と答えた割合は高い。「やる気に
なれば自分はできる」という感覚を持ってい
ると、難しい問題に取り組むという子どもに
とっての壁を乗り越える体験を重ねて、得意
だと感じられるまでになる傾向があるよう
だ。
　次に図８のように、自己効力感の高い子ど

ものほうが「親に頼らず自分で決めることが
多い」と答えた割合は高い。「やる気になれ
ば自分はできる」という感覚を持っているほ
うが、自分で決定する経験の積み重ねや、そ
こから得られた自己決定力を持った子どもが
多いことがみてとれる。
　さらに図９をみると、自己効力感の高い子
どものほうが「人よりすぐれたところがある」
と答えた割合は高い。「やる気になれば自分
はできる」という感覚を持っていると、自分
に対する自信という自己肯定感を持つ傾向が
あることがわかる。

やる気になれば
何でもできる
（小学生）

やる気になれば
何でもできる
（中学生）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

（％）

5.5
0.3

まったくあてはまらない

16.9

とてもあてはまる

38.6

まああてはまる

38.6

あまりあてはまらない 無回答・不明

14.6
0.6

27.3 49.87.6

0 20 40 60 80 100

カイ二乗検定　p=0.000

0.1

3.5
14.5 43.2 38.7

48.3
0.9

7.3 31.5 12.0
カイ二乗検定　p=0.000

やる気になれば
何でもできる
（小学生）

やる気になれば
何でもできる
（中学生）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

5.2
0.5

まったくあてはまらない

31.0

とてもあてはまる

40.4

まああてはまる

22.8

あまりあてはまらない

15.5
0.3

24.4 46.013.8

0 20 40 60 80 100 120

カイ二乗検定　p=0.000

6.7
0.3

24.0 39.6 29.5

47.0
0.0

6.4 26.2 20.4
カイ二乗検定　p=0.000

無回答・不明

（％）

注）「あてはまる」は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。「あてはまらない」は「あまりあてはまらない」＋「まったくあて
　　はまらない」の％。

注）「あてはまる」は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。「あてはまらない」は「あまりあてはまらない」＋「まったくあて
　　はまらない」の％。
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図10　「クラスの友だちから頼りにされている」と自己効力感との関係

図11　「あなたのお母さんは、成績が悪くても、努力を認めてくれる」と自己効力感との関係

　そして図 10をみると、自己効力感の高い
子どものほうが「クラスの友だちから頼りに
されている」と答えた割合は高い。「やる気
になれば自分はできる」という感覚を持って
いるほうが、他者から信頼されて自分が受け
入れられているという他者受容感を持った子
どもが多いことがわかる。
　以上の結果の通り、小・中学生の自己効力
感の高さと成功体験、自分で決める経験と力、
自己肯定感、他者受容感には相関がみられた。

４．�子どもの自己効力感を育むために、
保護者はどのように関わればよいか

　それでは、子どもの自己効力感を育ててい
くために、保護者はどのように子どもと関わ
るとよいのだろうか。ここでは保護者と子ど
もとの関係を示す変数として、「あなたのお
母さんは、成績が悪くても、努力を認めてく
れる」「あなたのお母さんは、やればできる
と励ましてくれる」「あなたのお母さんは、
私のことを信じてくれている」の３つの質問
項目について、子どもの自己効力感との関係

やる気になれば
何でもできる
（小学生）

やる気になれば
何でもできる
（中学生）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

（％）

8.0
0.3

まったくあてはまらない

20.2

とてもあてはまる

43.7

まああてはまる

27.9

あまりあてはまらない 無回答・不明

19.3
0.5

29.0 44.07.3

0 20 40 60 80 100 120

カイ二乗検定　p=0.000

7.0
0.3

14.4 47.4 30.8

46.3
0.2

30.6 18.8
4.0

カイ二乗検定　p=0.000

やる気になれば
何でもできる
（小学生）

やる気になれば
何でもできる
（中学生）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

6.3
1.0

まったくあてはまらない

41.8

とてもあてはまる

35.7

まああてはまる

15.3

あまりあてはまらない

13.0
1.6

39.8 22.023.6

0 20 40 60 80 100 120

カイ二乗検定　p=0.000

10.3
1.6

26.2 39.1 22.9

27.5
1.3

12.9 40.2 18.1
カイ二乗検定　p=0.000

（％）

無回答・不明

注）「あてはまる」は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。「あてはまらない」は「あまりあてはまらない」＋「まったくあて
　　はまらない」の％。

注）「あてはまる」は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。「あてはまらない」は「あまりあてはまらない」＋「まったくあて
　　はまらない」の％。
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図12　「あなたのお母さんは、やればできると励ましてくれる」と自己効力感との関係

やる気になれば
何でもできる
（小学生）

やる気になれば
何でもできる
（中学生）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

1.1

まったくあてはまらない

54.8

とてもあてはまる

30.4

まああてはまる

9.7

あまりあてはまらない

8.9
1.3

35.9 20.833.0

0 20 40 60 80 100

カイ二乗検定　p=0.000

6.2
1.3

38.0 40.6 13.9

25.9
1.1

20.8 41.7 10.5
カイ二乗検定　p=0.000

（％）

無回答・不明

3.9

図13　「あなたのお母さんは、私のことを信じてくれている」と自己効力感との関係

やる気になれば
何でもできる
（小学生）

やる気になれば
何でもできる
（中学生）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

1.0

まったくあてはまらない

58.9

とてもあてはまる

28.4

まああてはまる

8.6

あまりあてはまらない

7.5
1.5

39.3 17.134.6

0 20 40 60 80 100

カイ二乗検定　p=0.000

4.9
1.5

40.9 40.0 12.6

19.0
1.3

21.7 46.4 11.6
カイ二乗検定　p=0.000

（％）

無回答・不明

3.1

注）「あてはまる」は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。「あてはまらない」は「あまりあてはまらない」＋「まったくあて
　　はまらない」の％。

注）「あてはまる」は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。「あてはまらない」は「あまりあてはまらない」＋「まったくあて
　　はまらない」の％。
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性をみてみる。
　図 11をみると、自己効力感が高い子ども
は、学習の成果・結果としての成績だけでな
く、母親がその過程での努力を認めてくれて
いると感じている割合が高いことがわかる。
結果が出なくともその途中での努力を認識
し、認めることで、スモールステップごとの
壁を乗り越える体験を支援していることにな
るのかもしれない。
　次に図 12では、自己効力感が高い子ども
は、母親が子どもに対してやればできると励
ましている割合が高いことがわかる。「やれ

ばできるよ」と日ごろから声掛けすることで、
子どもの自己効力感のベースとなる部分が生
まれているようだ。
　さらに図 13をみると、自己効力感が高い
子どもは、母親が自分のことを信じてくれて
いると感じている割合が高いことがわかる。
母親が子どものことを信頼することで、親に
頼らず自分で決定する場面が増えたり、親か
らの期待を感じたりして、子どもは自己効力
感を持てるようになるのではないだろうか。
　以上のように、母親が子どもの「努力を認
め」「やればできると励まし」て、「母親は自
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図14　母親の最終学歴と子どもの自己効力感との関係

やる気になれば
何でもできる
（小学生）

やる気になれば
何でもできる
（中学生）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

あてはまる
（とても＋まあ）
あてはまらない

（あまり＋まったく）

（％）

無回答・不明

1.40.3
25.8

中学・高校まで

47.2

専門学校・短大・高専まで

25.3

四年制大学・大学院まで
その他

0.0

0.0

1.5
47.7 23.127.7

0 20 40 60 80 100

カイ二乗検定　p=0.488

1.9
29.2 47.0 21.7

0.2
23.1

2.4
29.3 45.2

カイ二乗検定　p=0.767

分を信じてくれている」と子ども自身が感じ
られるような関わり方をすることは、子ども
の自己効力感の有無と関係があるようだ。ち
なみにこの関係性は子どもと父親との間でも
同様の傾向がみられた。
　ではこうした子どもとの関わり方というの
は、保護者の子どもの頃の学習経験とも関係
があるのだろうか。最後に、子どもの自己効
力感の高さと母親の最終学歴との関係性をみ
てみる。
　図 14で示した通り、小学生で自己効力感
が高い子どもの母親の最終学歴は中学校・高
校卒業までが 25.8％、専門学校・短期大学・
高等専門学校卒業までが 47.2％、四年制大
学・大学院卒業までが 25.3％であるのに対
して、自己効力感が低い子どもの母親では、
中学校・高校卒業までが 27.7％、専門学校・
短期大学・高等専門学校卒業までが 47.7％、
四年制大学・大学院卒業までが 23.1％と、
さほど差がないことがわかる。中学生でも同
様に差がみられない。また、この関係は父親
においても同様の傾向がみられた。子どもの
自己効力感を育む上では、保護者の子どもの
頃の学習経験の長さとは関係がないようであ
る。

５．�まとめ

　本稿で確認できたことは以下の３点であ
る。
① 子どもの「自己効力感」と 「学力・学習力」

との間には関係がある。自己効力感が高
いほど学力（成績）が高く、また自己効
力感が高いほど、学習力の要素である量

（学習時間）が多く、質（学習方略の使用）
においても、その使用頻度が高い。

②「自己効力感」が高い子どもは、壁を乗り
越えることに成功する体験や、自分で決
める経験を積み重ねており、また、自分
に対する自信（自己肯定感）や、他者か
ら信頼されている感覚（他者受容感）を
持っている。

③「自己効力感」が高い子どもは、保護者が
子どもの努力の過程を認めて、やればで
きると励まし、子ども自身が「保護者は
自分を信じてくれている」と感じられる
ような関わり方をしている。そして子ど
もの自己効力感と保護者の学習経験の長
さ（学歴）には関係がない。

注）「あてはまる」は「とてもあてはまる」＋「まああてはまる」の％。「あてはまらない」は「あまりあてはまらない」＋「まったくあて
　　はまらない」の％。
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　子どもの自己効力感は、子どもが自ら主体
的に学ぶために必要な基盤のようなものだろ
う。「自分はやればできる」と思えればこそ、
子どもは学習に対して自らを動機づけること
ができ、自ら学ぶ目的を考え、自分にとって
効果的な学習方法を選択して、試して、習得
して、目標と成果の間を行ったり来たりしな
がら学習し続けることができる。
　自己効力感を高めるためには、子ども自ら
が主体的に行動を起こして、壁にぶつかり乗
り越える成功体験を積み重ねていくことも大
切である。その一方で、子どもが成功体験を
積み重ねられるように、日々子どもに寄り添
う保護者が配慮したり、小さなことでもほめ
たり、壁にぶつかったときには励ましたり、
信じているのだと伝えたり、任せるべき場面
では任せて「決定経験」を積み重ねたりする
ことで子どもの自己効力感を育てていく、保
護者側の意識も大切であろう。そうした意識
を持つことは保護者自身の学歴とは関係な
く、今この時に子どものことを丁寧に見守ろ
うとする気持ちや姿勢を、保護者がどれだけ
持てるかにかかっている。
　これから先の社会は変化が激しく、人は常
に自ら学び続けなければその環境変化に対応
できないと言われる。だからこそ、自ら学び
続けるための基盤とも言える自己効力感を子
どものうちから高めることに対して、子ども
を見守る周囲の大人たちはもっと関心を注い
でもよいのではないだろうか。
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